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ABSTRACT 
 現在の携帯端末は個人で使用することを前提とし

て設計されている。ここで、街角等で出会った人と端

末を用いた作業を行うことになったとする。現在の使

用法では、端末が複数台あった時ユーザがコミュニケ

ーションを取れても端末はインタラクションを取る

ということができない。そこで、近接する端末同士が

インタラクションを行えるようなシステムを考える

こととする。また、これによって可能となる新たな端

末の使用法を見出すことが本研究の目的である。 
 
１．はじめに 
コンピュータの小型、軽量化、高性能化が進展する

とともに、PDA(Personal Digital Assistant)を始め

とする携帯端末が、急速に社会に普及している。携帯

端末は、その携帯性により、どこへでも容易に持ち運

びができるという利点がある。しかし、その反面、小

型であるが故に、情報を表示する領域がパーソナルコ

ンピュータに比べ小さいという欠点がある。現在の携

帯端末は、基本的には 1人のユーザによって利用され

ることを前提としているが、誰もが携帯端末を持つと

予想される近い将来において、場所を問わず、その場

に集まったユーザ同士が、容易にデータを交換する、

協調作業を行う、等を支援できる技術が必要になると

考えられる。そこで、本研究では、互いに隣接して配

置された各ユーザの端末（PDA）を認識して１つの共

有ディスプレイを構成し、データの移動や対面型の協

調作業を支援するための手法を提案する。 

 

２．システムについて 
提案システムでは、どのPDAが互いに隣接して配

置されているかを認識できるようにする必要がある。

そこで、本研究では、RFID（Radio Frequency 
Identification）システムを用い、PDAの周囲にRFID
リーダとRFIDタグを配置（各辺に1組ずつ、計4組）
するという手法を採る。 

 
図1 システムについて 

各 PDAは、以下のようにして周囲の隣接する PDA
を認識する。RFIDタグには PDAごとにユニークな
IDとPDA上での位置 (どの辺に取り付けられている
か)があらかじめ書き込まれている。１つの PDAが別
の PDAに取り付けられている RFID tagを読み取る
と、サーバにアクセスしその PDAを特定する。 
サーバ側には、二つのデータベースを用意されてい

る。まず、PDAは、起動されると同時に各 PDA固有
である ID と IP アドレスをサーバに送信する。サー
バは、その情報を IP-IDデータベースに登録する。次
に PDAに取り付けられている RFIDリーダが、隣接
する別の PDAの RFIDタグを認識すると、それに書
かれているデータをサーバの IP-ID データベースに
問い合わせ、隣接する PDA の IP アドレスを特定す
る。そして互いの隣接関係（各々の PDAのどの辺で
隣接しているか）を RFデータベースに格納する。  
アプリケーションデータベースは、RFデータベー

スのレコードを用いてPDAのトポロジーを解析し、
その解析結果にしたがって、アプリケーションを実行

する（図1）。 
 
３．ハードウェアの設計 
提案システムのハードウェアの構成は、図 2の通り

である。各 PDA は、CF カードスロットを介して、
RS232インターフェースで PICに接続されている。
PICは、PDAから受け取った信号を元に、4つのRFID
リーダの中から起動すべき RFID リーダを示すセレ
クタをセットする。その先には Decoder と
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Multiplexerが接続されており、セレクタと共に PDA
からの信号も同時に受信する。PDA からの信号は、
DecoderとMultiplexerによって、指定された RFID
リーダへと送られる。セレクタの値を切り替えること

で、全ての RFIDリーダが逐次的に指定される。これ
により、隣接する PDAとその隣接位置を認識するこ
とが可能になる。また、PDA－RFIDリーダ間の通信
のプロトコルは、図 3のようになる。 

 
図2 ハードウェア 

 
図3 通信プロトコル 

４．アプリケーション 
現在開発中のアプリケーションは、共有ディスプレ

イ上でスタイラスペンを用いることによる  
・隣接する PDAに対する直感的なデータ移動 
・複数の PDA間でオブジェクト（図、テキスト等） 
の編集 

などである。これらは PDAの小型、軽量、携帯性と
いう特徴を活用しつつ、モバイルミーティング等を行

うのに有用であると考えている。  
図 4に、システムの全体図を示す。各 PDAとサー

バとの通信は、無線 LANアクセスポイントを介して
行われる。  
 
５．関連研究 
携帯端末間でのデータ移動を行う手法としては

Pick-and-Drop[1]が挙げられる。また、近接する端末
を検出して１つの共有ディスプレイを構成し、協調作

業を行う空間を実現するシステムとして、

ConnecTable[2]が挙げられる。本研究では、
Pick-and-Drop や ConnecTable で使われている特別
なペンやテーブルを用いることなく、市販の PDAを
RFIDシステムで強化することにより、無線 LANを
利用可能な場所であれば、どこでも簡単に協調作業支

援環境を実現することを目指している点で、これらの

研究とは異なる。 

 
図 4 システム全体像

６．むすび 
現在はハードウェアの作成および制御を終えたと

ころである（図 5）。今後、提案手法を用いたアプリ
ケーションの開発を終え次第、実験を行い提案手法の

有効性についての評価を進める予定である。 

 
図5 進行状況 
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